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浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

問 

谷
和
原
庁
舎
上
下
水
道
課
（
内
線
５
３
０
５
）

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き
を
利
用

し
て
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で

す
。
浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

に
は
、
定
期
的
な
維
持
管
理
（
保
守
点
検
・

清
掃
）
と
法
定
検
査
が
必
要
で
あ
り
、
法
律

に
よ
り
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
な
維
持
管
理
と
法
定
検
査
を
行
い
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
一
括
契
約
シ
ス
テ
ム
が
便
利
で
す

　
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
一
括
し

て
契
約
で
き
る
「
一
括
契
約
シ
ス
テ
ム
」
が

大
変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

茨
城
県
県
民
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
９
６
６

※
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
か
ら
の
汚

水
の
み
を
処
理
し
、
台
所
や
風
呂
か
ら
の
生

活
雑
排
水
は
、
そ
の
ま
ま
放
流
し
て
し
ま
い

ま
す
。
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処
理
で
き
る

合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
汚

れ
の
量
を
お
よ
そ
８
分
の
１
に
減
ら
せ
ま
す
。

　
身
近
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
の
感
染
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問 

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）（
内
線
４
５
０
８
）

　

感
染
症
の
予
防
に
は
、
基
本
の
手
洗
い
、

う
が
い
、
マ
ス
ク
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
栄

養
と
睡
眠
を
き
ち
ん
と
と
っ
て
、
免
疫
力
を

高
め
て
体
を
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

■
手
足
口
病

　

手
や
足
、
口
の
中
に
水
疱
が
で
き
る
夏

風
邪
の
一
種
で
す
。
特
徴
は
、
手
の
ひ
ら
、

足
の
裏
、
口
の
中
に
周
囲
が
赤
く
て
真
ん

中
が
白
い
米
粒
大
の
水
泡
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
口
の
中
の
水
疱
が
つ
ぶ
れ
る
と
ひ

ど
く
傷
み
、
唾
液
を
飲
む
の
も
痛
い
状
態

に
な
り
ま
す
。

　
症
状
が
改
善
し
た
後
も
２
～
４
週
間
は
ウ

イ
ル
ス
が
便
中
に
排
出
さ
れ
る
た
め
、
オ
ム

ツ
交
換
や
ト
イ
レ
の
使
用
時
は
手
洗
い
を
特

に
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■
溶
連
菌
感
染
症

　
突
然
発
熱
し
、の
ど
が
赤
く
な
っ
て
痛
み
、

扁
桃
が
腫
れ
ま
す
。
舌
に
イ
チ
ゴ
の
よ
う
な

赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き
、
全
身
に
赤
い
発
疹

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
食
欲
が
無
い
と
き
は
、
水
分
を
中
心
に
口

当
た
り
の
良
い
も
の
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

　
5
歳
以
下
の
幼
児
を
中
心
に
か
か
る
夏
風

邪
の
一
種
で
す
。
突
然
、
38
～
40
度
の
発
熱

が
1
～
3
日
続
き
、
全
身
倦
怠
感
、
食
欲
不

振
、
咽
頭
痛
、
お
う
吐
、
四
肢
痛
な
ど
の
症

状
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
の
ど
は
、
軽

度
に
発
赤
し
、
咽
頭
の
あ
た
り
に
小
水
疱
が

で
き
ま
す
。
の
ど
の
痛
み
に
よ
り
水
が
飲
め

な
い
た
め
に
起
こ
る
脱
水
症
状
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）

　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
子
ど
も
に
多
い

急
性
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
プ
ー
ル
熱
と
も

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
発
熱
、
咽
頭
炎

（
の
ど
の
痛
み
）、
結
膜
炎
（
目
の
炎
症
）
で

す
。
お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
も
あ
り
ま
す
。

タ
オ
ル
の
共
有
に
よ
り
感
染
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
別
に
使
い
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
を
保

つ
た
め
に
、プ
ー
ル
か
ら
あ
が
っ
た
と
き
は
、

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
流
行
性
角
結
膜
炎

　

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
眼
感
染
症

で
す
。
主
と
し
て
手
を
介
し
た
接
触
に
よ
り

感
染
し
ま
す
。
症
状
は
ま
ぶ
た
の
腫
れ
、
目

や
に
が
見
ら
れ
ま
す
。
感
染
力
が
強
い
の
で
、

両
目
が
感
染
し
や
す
い
で
す
が
、
初
め
に
発

症
し
た
方
の
目
に
症
状
が
強
く
あ
ら
わ
れ
ま

す
。
目
や
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
ふ

き
取
り
、
そ
の
つ
ど
捨
て
ま
す
。
ま
た
、
タ

オ
ル
の
共
有
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

■浄化槽の管理で必要なこと
①保守点検 ②清掃 ③法定検査

内容
浄化槽内の機器、送風
機やタイマーなどの点
検調査

浄化槽内に溜まった
汚泥の引き抜き

保守点検・清掃がきちんと行われ、
きれいな水が放流されているか検査

回数
年３～４回

（10 人槽以下の家庭用
浄化槽の場合）

年１回以上
（全ばっ気方式は６ヵ
月に１回以上）

年１回

委託先
申込先

県に登録している保守
点検業者

常総衛生組合の許可
を受けた清掃業者

（公社）茨城県水質保全協会
☎ 029-291-4004

※法定検査を受けていないご家庭は、県から受験指導文書が送付されます。県から委託され
た「茨城県水質保全監視員」が受験指導に伺う場合があります。

健　康

くらし・環境
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